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９月定例会
令和６年第３回定例会は、９月５日に開会
し27日に閉会しました。
【議案】条例改正・制定（6件）、補正予算（5
件）、工事請負契約（3件）、その他（3件）、
報告（2件）、追認議案（8件）、令和５年度
の一般会計・特別会計における決算審査

令和６年度一般会計補正予算（第３号）
　令和6年度一般会計補正予算は、８億1,000万円を追加し総額

181億9,400万円となりました。主な内容は次のとおりです。

水道事業会計補正予算（第２号）

・合併20周年記念式典運営委託料 200万円
・ふるさと応援基金積立金 2億2,214万6千円
・ふるさと寄附金事業 1億6,100万円
　（謝礼品、謝礼品送料、システム等手数料も含む）

・山都町定住支援住環境整備事業補助金 1,000万円
・山の都定住支援事業補助金 1,000万円
・上益城広域連合負担金（廃棄物処理施設整備分） 1,160万円
　※これについて、減額の修正動議が出されました。修正理由、質疑、結果は次ページに掲載
しています。
・山都町キャッシュレス決済ポイント還元事業運営業務委託料 2,300万円
・施設開設準備経費助成特別対策事業補助金 1,660万円
・社会教育施設整備費補助金返還金 88万9千円
・攻めの園芸緊急生産対策事業補助金 330万6千円
・道路維持費　重機借上料 200万円
・現年度農業施設災害復旧費 3,472万円
・現年度林業施設災害復旧費 3,314万5千円
・現年度公共土木施設災害復旧費 3,720万円

　・収益的支出に316万4千円を追加
　・資本的支出に  4,567万円を追加
（質疑応答）
　（西田）ＰＦＯＳ，ＰＦＯＡの検査場所と、河川検査についての説明を。
（環境水道課長）水源地34箇所のうち、昨年度８箇所終了。本年度26箇所を行う。河川につい
ては、一般会計の水質検査の方で対応したい。

農地災害（小峰栃原地区）

有機フッ素化合物（PFOS・PFOA）について
　有機フッ素化合物であるペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS）と
ペルフルオロオクタン酸（PFOA）は、環境中で分解されにくく、高い蓄
積性があることから、国内外において製造、使用等が規制されています。
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発
議
者

西
田
由
未
子　

坂
本
幸
誠

修
正
理
由

　

上
益
城
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設

に
あ
た
り
、
土
地
造
成
に
関
す
る
費

用
分
担
に
つ
い
て
、
そ
の
規
約
改
正

が
必
要
。
そ
も
そ
も
ま
だ
、
産
廃
施

設
を
建
て
た
い
業
者
の
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
が
終
わ
っ
て
い
な
い
。
ど
ん

な
も
の
が
建
て
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な

い
段
階
で
あ
り
、時
期
尚
早
で
あ
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
中
で
の
質
疑

（
藤
原
）広
域
連
合
負
担
金
は
、
義

務
的
経
費
で
あ
る
理
由
は
。

　
（
総
務
課
長
）広
域
連
合
の
経
費

は
、
規
約
に
基
づ
き
関
係
町
の
負
担

等
で
充
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た

め
、予
算
計
上
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
眞
原
）も
し
、
予
算
計
上
さ
れ
な

い
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
（
総
務
課
長
）地
方
自
治
法
上
、
義

務
的
経
費
で
あ
る
た
め
、
町
長
は
理

由
を
付
し
て
再
度
議
案
を
出
す
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
で
も
ま
た
削
除
が
み

と
め
ら
れ
た
場
合
は
、
議
決
を
得
ず

に
予
算
計
上
で
き
る
。

結
果　
賛
成
少
数
で
否
決

修
正
動
議

（
藤
川
）
山
都
町
定
住
支
援
住
環
境
整

備
事
業
補
助
金
、
定
住
支
援
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
の
説
明
を
。

（
山
の
都
創
造
課
長
）
当
初
予
算
を
大

幅
に
上
回
る
申
請
や
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
よ
る
補
正
。

山
都
町
定
住
支
援
住
環
境
整
備
事
業

補
助
金
は
、
町
外
か
ら
の
定
住
目
的
で
５

年
以
上
の
居
住
を
確
約
で
き
る
者
に
対

し
、住
宅
取
得
経
費
の
２
分
の
１
を
補
助
、

上
限
は
１
０
０
万
円
。

定
住
支
援
事
業
補
助
金
も
同
じ
く
、
空

き
家
の
改
修
、
引
っ
越
し
費
用
、
家
財
や

不
要
物
撤
去
に
対
し
、
経
費
の
５
分
の
４

以
内
を
補
助
、
上
限
は
１
０
０
万
円
。

（
藤
川
）
介
護
施
設
の
開
設
準
備
補
助

金
の
説
明
を
。

（
福
祉
課
長
）
清
和
地
区
の
訪
問
看
護

事
業
者
が
、
需
要
増
の
た
め
、
矢
部
地
区

で
新
た
に
事
業
所
を
開
設
す
る
た
め
の
準

備
金
２
３
６
０
万
円
。

（
藤
川
）
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ

ン
ト
還
元
事
業
に
つ
い
て
、
商
品
券
等
に

し
な
い
理
由
を
。

（
商
工
観
光
課
長
）
今
回
も
、
物
価
高

騰
の
影
響
及
び
山
都
通
潤
橋
イ
ン
タ
ー
開

設
に
伴
う
誘
客
、
冬
場
の
消
費
喚
起
の
た

め
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還

元
事
業
の
実
施
を
判
断
し
た
。
前
回
実
績

と
し
て
、
年
代
が
高
い
層
で
の
利
用
も
増

え
て
い
る
。

（
工
藤
）
熊
本
土
地
利
用
型
農
業
競
争

力
強
化
支
援
事
業
に
つ
い
て
の
町
の
補
助

の
説
明
を
。

（
農
林
振
興
課
長
）
島
木
の
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
総
事
業
費
１
９
０

万
円
、
補
助
対
象
経
費
１
７
２
万
７
２
７

３
円
。
県
１
／
２
補
助
。

攻
め
の
園
芸
緊
急
生
産
対
策
事
業
補

助
金
に
つ
い
て
は
、
総
事
業
費
７
２
７
万

４
３
０
０
円
、
補
助
対
象
経
費

６
６
１
万
３
０
０
０
円
、
県
１

／
３
の
補
助
と
町
の
補
助
は
１

１
０
万
２
千
円
。

（
工
藤
）
町
道
の
維
持
管
理

に
お
け
る
機
械
の
レ
ン
タ
ル
料

補
助
金
の
住
民
へ
の
周
知
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

（
建
設
課
長
）
住
民
へ
の
周

知
は
、
今
後
考
え
て
い
く
。
今

の
所
実
施
し
て
い
な
い
が
、
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
の
い
な
い
団
体
か

ら
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
今
後

協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

（
興
梠
）
農
災
、
林
災
、
公

共
災
の
進
捗
状
況
は
。

（
農
林
振
興
課
長
）
農
林
災
に
つ
い
て

の
今
回
の
補
正
は
、
農
地
８
件
、
施
設
９

件
、
林
災
２
件
。

令
和
２
年
災
２
３
８
件
は
完
了
。
令
和

３
年
災
は
３
４
４
件
あ
り
、
残
り
26
件
。

令
和
４
年
災
は
44
件
あ
り
、
残
り
４
件
。

令
和
５
年
災
は
３
２
６
件
で
２
８
９
件
が

発
注
済
み
。

（
建
設
課
長
）
公
共
災
に
つ
い
て
の
補

正
は
、
今
年
の
豪
雨
災
害
で
河
川
２
件
、

道
路
６
件
。
台
風
10
号
で
大
体
20
件
。
令

和
２
年
災
ま
で
完
了
。
令
和
３
，
４
年
災

ま
で
発
注
済
み
。
令
和
５
年
災
は
２
３
４

件
、
30
億
ほ
ど
の
被
害
。
県
と
調
整
中
。

一
般
会
計
補
正
予
算

質
疑
応
答

モアを使っての草刈作業

　

執
行
部
の
予
算
案
に
対
し
て
、
項
目

の
一
部
を
削
除
し
た
修
正
案
が
発
議
さ

れ
ま
し
た
。
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昨
年
９
月
25
日
、
通
潤
橋
国
宝
指

定
の
吉
報
が
あ
り
、
今
年
は
道
の
駅
の

開
駅
、
山
都
通
潤
橋
イ
ン
タ
ー
の
開
通

な
ど
、
観
光
客
増
加
へ
の
条
件
が
そ

ろ
っ
て
き
た
が
、
町
の
玄
関
口
通
潤
橋

イ
ン
タ
ー
か
ら
通
潤
橋
へ
の
道
案
内
が

分
か
り
に
く
い
。

（
建
設
課
長
）
山
都
通
潤
橋
イ
ン

タ
ー
開
通
前
に
は
地
域
振
興
局
や
警
察

な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
道
路
標
識
を
整

備
し
た
。
最
近
で
は
カ
ー
ナ
ビ
等
を

使
っ
て
来
町
さ
れ
る
方
が
多
い
と
認
識

し
て
い
る
が
、
要
望
が
高
け
れ
ば
改
善

の
余
地
は
あ
る
。

道
の
駅
の
観
光
案
内
機
能
が
乏
し

い
と
感
じ
る
。
対
策
は
。

（
商
工
観
光
課
長
）
道
の
駅
の
利
用

は
24
時
間
対
応
と
な
る
が
、
物
産
館
や

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
営
業
終
了
後
の
情

報
提
供
が
限
ら
れ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
今
年
度
、
観
光
情
報
の
デ
ジ
タ

ル
化
事
業
を
展
開
す
る
。
各
道
の
駅
で

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
こ
と
で
、

観
光
客
に
観
光
情
報
の
動
画
や
各
施
設

情
報
を
多
言
語
化
し
た
も
の
を
提
供
す

る
予
定
だ
。
閉
館
時
で
も
対
応
で
き
る

取
組
み
を
し
て
い
く
。

観
光
客
の
町
へ
の
印
象
を
損
な
わ

な
い
た
め
に
も
、
通
潤
橋
周
辺
の
駐
車

場
不
足
は
課
題
だ
と
思
う
が
。

（
商
工
観
光
課
長
）
通
潤
橋
周
辺
の

駐
車
場
を
最
大
値
で
整
備
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
通
潤
橋
だ
け

の
観
光
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
町
中
心

地
で
の
滞
在
を
延
ば
す
取
組
み
も
含
め

て
考
え
て
い
き
た
い
。

（
町
長
）
通
潤
橋
前
の
整
備
に
つ
い

て
は
駐
車
場
の
確
保
も
考
え
る
が
、
経

済
波
及
効

果
を
得
ら

れ
る
よ

う
地
域
住

民
、
商
店

街
の
皆
さ

ん
と
一
緒

に
考
え
た

い
。

農
道
、
林
道
の
管
理
に
関
し
草
刈

り
機
「
モ
ア
」
利
用
は
補
助
対
象
と
な

る
か
。

（
農
林
振
興
課
長
）
地
元
で
管
理
さ

れ
る
、
農
道
・
林
道
に
お
い
て
は
受
益

者
で
の
管
理
と
な
る
。
農
道
に
お
い
て

は
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
制
度

や
、
多
面
的
機
能
支
払
い
制
度
を
利
用

し
、「
モ
ア
」
等
の
活
用
は
可
能
で
あ

る
。
林
道
に
お
い
て
は
、
モ
ア
等
の

機
器
の
使
用
に
関
し
て
助
成

す
る
か
検
討
が
必
要
。
今
後

状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
た

い
。町

道
の
管
理
に
つ
い
て
、

町
の
実
施
、
地
元
実
施
の
区

分
の
仕
方
は
。
ま
た
、
町
道

の
地
元
管
理
に
お
け
る
「
モ

ア
」
の
使
用
は
可
能
か
。

（
建
設
課
長
）
町
道
の
１

級
、
２
級
及
び
ス
ク
ー
ル
バ
ス
路
線

等
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
町
で
管
理

し
、
そ
の
他
の
町
道
に
つ
い
て
は
、
地

元
で
管
理
し
て
い
た
だ
く
。
そ
の
場

合
、「
バ
ッ
ク
ホ
ウ
」「
ハ
ン
マ
ー
モ
ア
」

「
高
所
作
業
車
」
等
の
機
械
借
り
上
げ

料
（
リ
ー
ス
料
）
に
つ
い
て
は
機
械
の

リ
ー
ス
会
社
に
直
接
、
町
が
支
払
っ
て

い
る
。
リ
ー
ス
会
社
か
ら
借
上
げ
の
場

合
は
「
区
長
」「
組
長
」
等
が
代
表
に

な
り
町
に
対
し
「
道
路
工
事
施
工
承
認

申
請
書
」「
リ
ー
ス
代
金
の
見
積
書
」

等
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
の
事
。

町
づ
く
り
の
団
体
の
今
後
に
つ
い

て
「
清
和
資
源
」「
ま
ち
づ
く
り
や
べ
」

の
統
合
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

（
企
画
政
策
課
長
）
第
３
セ
ク
タ
ー

は
役
場
と
は
別
の
法
人
な
の
で
統
合
の

方
法
や
双
方
の
考
え
が
一
致
し
な
い
と

実
現
に
は
至
ら
な
い
と
考
え
る
。

道
の
駅
の
観
光
案
内
所
と
し
て
の

役
割
り
と
、
通
潤
橋
周
辺
の
駐
車

場
不
足
に
つ
い
て

地
域
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
町
の

取
組
み
を
問
う

吉
よしかわ

川 美
み か

加議員

後
ごとう

藤 壽
としひろ

廣議員

全質問の動画は
こちらです

全質問の動画は
こちらです

草刈り機「モア」

山都通潤橋インターチェンジ付近
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産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
建
て
た

い
民
間
業
者
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
も

終
わ
っ
て
い
な
い
中
、
造
成
の
た
め
の

予
備
設
計
予
算
が
な
ぜ
計
上
さ
れ
る
の

か
。（

環
境
水
道
課
長
）
造
成
工
事
と
施

設
建
設
工
事
の
範
囲
を
明
確
に
し
、
造

成
工
事
に
必
要
な
費
用
や
工
期
、
工
法

を
選
定
す
る
た
め
。

土
地
取
得
の
際
、
建
物
と
住
宅

は
１
０
０
メ
ー
ト
ル
は
離
す
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

（
環
境
水
道
課
長
）
今
回
の
設
計

に
は
建
物
の
配
置
は
含
ま
な
い
。
建

物
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
が

出
す
方
法
書
の
中
で
検
討
さ
れ
る
。

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
な
の
か
、

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
な
の
か
、
決

ま
っ
て
い
な
い
中
で
、
予
備
設
計
予

算
の
各
町
負
担
割
合
に
つ
い
て
の
協
議

に
は
規
約
改
正
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

（
環
境
水
道
課
長
）
産
業
廃
棄
物
処

理
施
設
に
、
一
般
廃
棄
物
処
理
を
委
託

す
る
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ
て
の
規
約

だ
と
思
う
。

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
終
了
し
た

あ
と
、
こ
の
施
設
が
適
切
か
ど
う
か
判

断
す
る
の
は
ど
こ
で
、
そ
の
判
断
基
準

は
何
か
。
そ
の
決
定
に
当
た
る
ま
で
の

会
議
は
公
開
し
、
議
事
録
を
き
ち
ん
と

残
し
て
ほ
し
い
。

（
町
長
）
５
町
の
首
長
で
判
断
す
る

こ
と
に
な
る
。
判
断
方
法
と
基
準
は
検

討
中
。
議
事
録
に
つ
い
て
も
広
域
連
合

と
協
議
す
る
。

上
益
城
５
町
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
予

定
地
の
敷
地
造
成
予
算
に
つ
い
て
問
う

西
にしだ

田由
ゆ み こ

未子議員

全質問の動画は
こちらです

議案第70号
　工事名　　　山都町運動公園ちびっこ運動広場整備工事
　工事場所　　山都町長原地内
　契約金額　　92,787,750 円（税込み）
　契約相手方　大栄企業　株式会社　
　内　容　　　植栽工（芝生）、造形工（築山）、管理施設整備工（フェンス）、遊戯施設整備工
　　　　　　　（遊具）、建築施設設置工（東屋）等

議案第71号
　工事名　　　山都町運動公園中央グラウンドナイター照明整備工事
　工事場所　　山都町長原地内
　契約金額　　142,164,000 円（税込み）
　契約相手方　株式会社　新星（熊本市東区神園2丁目 1番 1号）
　内　　容　　照明設備、電撃殺虫器、終了予告灯、既存施設撤去工、支障木伐採等

議案第72号
　工事名　　　小峰クリーンセンターごみ搬出設備改修工事
　工事場所　　山都町小峰1906番地　小峰クリーンセンター
　契約金額　　80,520,000 円（税込み）
　契約相手方　株式会社　川崎技研（福岡市南区向野1丁目 22番 11号）
　内　　容　　ごみ投入ホッパ施設、搬出コンベヤ設置、脱臭装置設置、ごみクレーン改造、
　　　　　　　電気設備他移設
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総
務
課

　

町
の
人
口
減
と
共
に
縮
減
す
る
職
員
数
に
対
し

て
施
策
の
多
様
化
は
進
み
、
町
職
員
の
負
担
は
増

し
て
い
る
。
人
材
育
成
と
職
場
環
境
の
改
善
が
必

要
。

教
育
委
員
会

　

通
学
路
に
お
け
る
事
件
や
事
故
か
ら
児
童
生
徒

を
守
る
た
め
に
も
、
有
効
な
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
活

用
を
望
む
。

　

山
都
町
女
性
の
会
連
絡
協
議
会
の
加
入
数
に

課
題
（
全
28
自
治
振
興
区
中
、
加
入
は
６
団
体
）。

加
入
組
織
を
増
や
す
対
策
が
必
要
。

　

矢
部
高
校
応
援
事
業
で
高
校
の
魅
力
化
・
活
性

化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
町
外
か
ら
の
入
学
生
は
増

え
た
が
寮
や
下
宿
先
が
課
題
と
し
て
常
態
化
（
※

別
枠
で
現
状
を
説
明
）。
矢
部
高
校
応
援
町
民
会

議
等
で
の
審
議
を
望
む
。

企
画
政
策
課

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
っ
て
少
な
い
マ
ン
パ
ワ
ー

を
最
大
限
活
用
し
て
、
地
域
を
存
続
さ
せ
る
た
め

の
町
独
自
の
Ｄ
Ｘ
推
進
を
。

税
務
住
民
課

　

住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
始
ま
り
、
住

民
の
利
便
性
が
上
が
っ
た
。
町
税
等
の
徴
収
状
況

も
、
現
年
度
分
で
99
・
１
％
と
前
年
度
を
上
回
っ

て
い
る
。

支
所

　

人
員
配
置
の
適
正
化
に
努
め
、
福
利
厚
生
の
面

か
ら
も
人
的
補
充
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

　

福
祉
課
、
健
康
ほ
け
ん
課
、
環
境
水
道
課
、
そ

よ
う
病
院
、
い
ず
れ
も
町
民
の
基
本
的
人
権
や
生

存
権
の
保
障
の
た
め
に
日
々
努
力
を
続
け
て
い
る

こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。
た
だ
、
近
い
将
来
に
直

面
す
る
で
あ
ろ
う
介
護
の
担
い
手
不
足
を
ど
う

補
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
課
題
は
残
る
。

　

ま
た
、
千
寿
苑
、
清
和
保
健
セ
ン
タ
ー
、
清
楽

苑
、
柏
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
老
朽
化
対
策

も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

ど
の
課
に
も
共
通
し
て
い
る
の
は
、
職
員
の
不

足
。
計
画
的
な
人
員
配
置
を
お
願
い
す
る
。

福
祉
課

・
令
和
4
年
に
始
ま
っ
た
子
育
て
相
談
室
の
相
談

件
数
が
上
昇
し
て
い
る
。

・
病
後
児
保
育
の
利
用
件
数
も
上
が
っ
て
い
る

が
、
認
知
度
が
上
が
っ
て
登
録
者
が
増
え
た
こ

と
が
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
移
住
者
な
ど
、
父
母
や
親
戚
の
サ
ポ
ー
ト
が
受

け
難
い
方
へ
の
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
活
性
化
を
望
む
。

・
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
へ
の
新
規
加
入
が
進
ま
な
い
。

・
民
生
委
員
の
成
り
手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
民
生
委
員
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
が

必
要
。

環
境
水
道
課

・
令
和
7
年
度
よ
り
、
一
般
ご
み
の
熊
本
市
へ
の

搬
入
が
始
ま
る
こ
と
に
つ
い
て
の
関
係
団
体

と
の
協
議
が
進
ん
で
い
る
。
小
峰
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
を
中
間
処
理
施
設
化
し
、
経
費
を
抑
え

る
見
込
み
。

・
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
低
下
し
て
い
る
。
住
民
意
識

の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

健
康
ほ
け
ん
課

・
国
保
事
業
は
、
令
和
12
年
度
か
ら
の
保
険
料
の
県

下
完
全
統
一
へ
向
け
て
の
協
議
が
進
ん
で
い
る
。

・
住
民
健
診
の
受
診
率
が
低
下
し
て
い
る
。
町
の

目
標
65
％
に
対
し
て
59
・
６
％
と
低
調
で
あ
っ

た
。
更
な
る
啓
発
が
望
ま
れ
る
。

・
口
腔
ケ
ア
で
は
１
歳
６
ヶ
月
健
診
で
虫
歯
ゼ
ロ

と
い
う
素
晴
ら
し
い
結
果
で
あ
る
。

・
地
域
福
祉
の
会
な
ど
に
職
員
が
出
向
き
、
制
度

説
明
や
健
康
維
持
の
話
を
す
る
取
り
組
み
は

継
続
し
て
ほ
し
い
。

　令和5年度の山都町の事業を、総務・厚生・経済建設の各常任委員会が、各課から説明
を聴きながら審査しました。審査結果について定例会本会議で次のとおり報告があり、
承認されました。

総
務
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

住民健診
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農
林
振
興
課

農
業
委
員
会

・
増
え
続
け
る
遊
休
農
地
に
対
し
、
農

地
中
間
管
理
機
構
・
熊
本
県
農
業
公

社
と
連
携
し
て
集
落
や
担
い
手
等
へ

の
農
地
集
積
を
進
め
た
。

農
政
係

・
集
落
営
農
を
推
進
。
国
・
県
の
各
種

補
助
事
業
を
活
用
し
担
い
手
の
確
保

を
。

有
機
農
業
推
進
室

・
有
機
農
業
の
新
規
就
農
者
に
対
し
、

山
都
町
独
自
の
支
援
を
改
め
て
考
え

ね
ば
な
ら
な
い
。

林
政
係

・
有
害
鳥
獣
の
被
害
は
緩
や
か
に
減

少
傾
向
だ
が
個
体
数
の
減
少
に
は
繋

が
っ
て
い
な
い
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
、

捕
獲
班
と
連
携
し
た
捕
獲
強
化
を
図

る
必
要
が
あ
る
。

地
籍
調
査
係

・
令
和
５
年
度
末
時
点
で
の
進
捗
率
は

64
・
５
１
％
。
夏
場
、
熱
中
症
に
よ

る
立
会
時
の
負
傷
事
故
が
報
告
さ
れ

た
。
対
策
を
施
し
万
全
の
体
制
で
。

山
の
都
創
造
課

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
山
都
ラ
ボ
事
業

は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
29
名
、
活
動
動
員

数
９
６
４
名
と
広
が
り
が
見
え
る
。

・
移
住
定
住
促
進
事
業
で
、
３
３
７
件

の
移
住
相
談
、
20
組
35
名
が
移
住
。

・
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
数
は

２
３
８
件
、契
約
済
み
が
１
５
３
件
。

・
定
住
支
援
事
業
補
助
金
を
設
け
、
空

家
の
改
修
に
14
件
、
１
，３
３
８
万

円
を
交
付
し
、
定
住
の
後
押
し
。

・
矢
部
高
校
の
生
徒
に
町
の
事
業
者
か

ら
仕
事
の
説
明
を
す
る「
や
ま
と
仕

事
ス
ト
ア
事
業
」で
は
、
参
加
事
業

者
に
３
名
の
就
職
が
内
定
。

・
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
で
は
委
託
事
業

者
が
代
わ
り
、
寄
附
額
が
大
幅
に
増

加
。
返
礼
品
を
工
夫
し
更
な
る
増
加

に
期
待
。

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
マ
ル

シ
ェ
を
初
開
催
。
通
潤
橋
の
国
宝
指

定
と
山
都
通
潤
橋
Ｉ
Ｃ
開
通
前
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
も
注
目
を
集
め
、
約

３
千
人
が
参
加
。

商
工
観
光
課

・
山
都
町
事
業
所
改
修
等
支
援
事
業

で
、
店
舗
改
修
・
経
営
力
向
上
・
従

業
員
宿
泊
施
設
整
備
な
ど
、
事
業
者

を
広
範
囲
に
支
援
。

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還

元
事
業
を
実
施
。
約
２
，６
０
０
万

円
の
事
業
費
に
対
し
、
１
億
２
，

５
５
２
万
円
の
決
済
総
額
と
い
う
経

済
効
果
を
生
み
出
し
た
。
産
業
振
興

の
下
支
え
に
大
き
な
効
果
。

・
新
し
い
道
の
駅
通
潤
橋
が
令
和
６
年

１
月
13
日
に
開
駅
。

・
通
潤
橋
周
辺
整
備
事
業
で
は
詳
細
設

計
を
行
な
い
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る

観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
る
。

建
設
課

・
７
月
豪
雨
災
害
で
、
河
川
１
５
５
件
、

道
路
79
件
、
計
２
３
４
件
の
甚
大
な

被
害
。
過
年
災
が
順
調
に
復
旧
し
て

い
た
最
中
で
、
町
と
し
て
は
大
き
な

痛
手
。

・
工
事
発
注
で「
早
期
確
認
型
査
定
」に

取
り
組
み
、
年
度
内
に
85
件
の
契
約

締
結
に
至
っ
た
こ
と
は
評
価
し
た
い
。

・
山
都
通
潤
橋
Ｉ
Ｃ
の
開
通
に
併
せ
た

高
速
道
路
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
。
大
勢
の
参
加
者
が
あ
り
、

九
州
中
央
自
動
車
道
に
対
す
る
期
待

と
関
心
が
伺
え
る
。
早
期
の
全
線
開

通
に
向
け
て
、
国
や
関
係
機
関
へ
の

要
望
活
動
を
継
続
的
に
行
な
っ
て
ほ

し
い
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

矢
部
高
校
の
寮
と
下
宿

　

町
外
か
ら
の
入
学
者
の
増
加

を
受
け
て
民
間
に
よ
る
取
組
み

が
進
む
が
、
大
き
な
課
題
が
見

え
て
き
た
。

入
学
生
の
生
活
面
の
受
け
皿

が
な
く
、
近
隣
住
民
有
志
が
Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
組
織
し
学
生
寮
を
運
営

○
利
用
の
な
い
建
物
を
借
り
て

運
営
す
る
が
、
古
い
建
物
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、運
営
費
用
面
、

生
活
環
境
面
で
厳
し
い
状
況
が

続
く
○
建
物
の
構
造
上
受
入
人

数
が
少
な
く
、
す
ぐ
に
満
杯
に

○
昨
年
度
か
ら
町
で
は
下
宿
の

受
け
入
れ
先
も
募
集
○
寮
に
関

し
て
は
新
設
が
必
要
な
状
況

地元NPOが運営するやまと令和寮
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【山都町国民健康保険条例の一部改正】

【山都町コミュニティバス条例の制定】

（概要）被保険者証を廃止することに関し、
行政手続きにおける特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律の一部を改正
する法律が令和６年12月２日に施行される
ことに伴い改正するものです。

【山都町すくすく子育て支援住宅条例の一部改正】

（概要）山都町すくすく子育て支援住宅の管理に際し、入居者の地位の継承・同居者の変更、異動及
び新たに同居を希望する人の同居の承認に関する規定について整備するために改正するものです。

【山都町特別会計条例の一部改正】

（概要）旧国民宿舎通潤山荘の売却によって、特別会計における清算が終了し、山都町国民宿舎特別
会計が不要となったため改正するものです。

【山都町営グラウンド条例の一部改正】

山都消防署移転建設の為、御岳グラウンド及び御岳第２グラウンドを廃止することに伴い、改正する
ものです。

（概要）民間路線バスの廃線に伴い、その代替え措置としてコミュニティバスの運行を開始すること
により、山都町コミュニティバス条例を制定するものです。

議案で説明された時刻表
浜町 発 岩尾野 発

便 時　刻 便 時　刻
1 1   7：30
2 10：10 2 10：10
3 15：10 3 15：10
4 18：45 4

廃止後の保険証の取扱い

R7.12.1

R7.7.31

R6.12.2

廃止後は

２つの
選択肢

マイナ保険証 ・マイナンバーカードの保険証

資格確認書 ・当分の間、マイナ保険証を持たない人全員
　に送付（申請不要）

R7.7.31

路線図は
前号に記載
しています。
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【上益城消防組合規約の一部変更】

【熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更】

⑴　蘇陽出張所の施設改修に係る経費
⑵　蘇陽出張所に係る維持管理等費
⑶　蘇陽出張所の通信指令設備関係更新に係る経費
※⑴に係る経費のうち５割を山都町で負担し、残りの５割を山都町を除く構成 3町で負担する。
⑵⑶については令和 10年度以降、上記負担割合を基本とし構成町で協議し、最終負担割合を管理
者会議で決定する。

熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部が変更されました。（用語の一部変更）

　契約及び財産の取得については、地方自治法及び条例で議決の必要性が定められていま
す。
　今回の追認議案は、過去の動産の買入れ（700万円以上）に該当するものがあったため、
議会の追認が求められました。

議案 事件名：財産の取得について（追認） 契約額 年度

第73号 矢部・清和地区小学校教師用教科書等一式 17,305,118 令和元

第74号 蘇陽地区小学校教師用教科書等一式 7,925,698 令和元

第75号 硝化膜分離装置膜板付100枚及び取替膜処分費一式 8,140,000 令和２

第76号 大矢野原演習場関連公共用施設（消防に関する施設：
消防団活動装備）整備事業 19,470,000 令和３

第77号 硝化膜分離装置膜板付100枚及び取替膜処分費一式 8,140,000 令和４

第78号 小学校教師用教科書・指導書・指導用教材（矢部・清
和地区） 12,555,597 令和５

第79号 小学校教師用教科書・指導書・指導用教材（蘇陽地区） 8,358,574 令和５

第80号 硝化膜分離装置膜板付100枚及び取替膜処分費一式 8,140,000 令和６

追認とは・・・過去にさかのぼって、その事実を認めること。また事後承諾。
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報
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会
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長
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長
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子
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梠　
　

誠

　
　

後
藤　

壽
廣

　
　

工
藤　

文
範

【お詫びと訂正】
議会だより第53号の２ページ「路線図」
に関し、間違いが３箇所ありました。お
詫びして、訂正します。
（誤）清和文学邑→（正）清和文楽邑
（誤）弊立宮前→（正）幣立宮前
（誤）萩原→（正）荻原

次の定例会は、

12月の予定です。
※詳しい日程等については、議会事務局まで
お問い合わせください。（☎72-1289）

本誌で掲載していない9月定例会の議案
と議決結果は、山都町HPに掲載してあ
ります。

「議会だより」に関する
ご意見・ご感想は

右記のQRコードから
お寄せください。

QRコード（インターネット）

第 18回山都町写真コンテスト　インスタグラム部門　山都町長賞
撮影者：松

まつだ

田 薫
かおり

さん（福岡県飯塚市在住）51歳　場所：馬見原商店街
（本人コメント）紅葉の時期に馬見原商店街を散策。商店街の奥
に見えた明徳山（東公園）の色とりどりの美しい紅葉が目に止ま
りカメラを向けました。自然豊かで風情ある景色は山都町ならで
はだと感じました。
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発
議
年
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９
月
11
日

内　
　
　

容
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会
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議
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会
を

取
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会
の
よ
り
良
い
形
を

模
索
・
研
究
す
る
た
め
に
は
、
特
別
委
員
会
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陳
情
書

提　

出　

日
：
令
和
５
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月
26
日

陳
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の
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：
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付
託
委
員
会
：
経
済
建
設
常
任
委
員
会

審
査
結
果
：
一
部
採
択

審
査
意
見
：
本
陳
情
は
、
蘇
陽
峡
周
辺
の
景
観
と
環
境
の
維

持
の
た
め
に
キ
ャ
ン
プ
場
の
健
全
な
運
営
を
求

め
る
こ
と
と
、
そ
の
た
め
に
長
崎
地
区
の
キ
ャ

ン
プ
場
運
営
へ
の
参
画
を
求
め
る
も
の
。
指
定

管
理
者
以
外
の
団
体
が
指
定
管
理
施
設
の
運
営

に
参
画
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
キ
ャ
ン

プ
場
の
健
全
な
運
営
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

の
み
採
択
と
し
た
。

採
決
結
果
：
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

今回の発議はその日
のうちの採決にはな
らず、全員協議会を
経ての採決になりま
した。

9月11日 発議
・委員の選出方法に
ついて質疑が集中

・別途全員協議会に
て協議することに

9月25日 全員協議会
・設置の必要性に関す
る意見が飛び交う

9月27日 採決

事　件　名 議　決
年月日

採決
結果 東 坂

本
眞
原
西
田
中
村

矢
仁
田

興
梠
藤
川
飯
開
吉
川
後
藤
工
藤
藤
原

修正案 令和6年度山都町一般会計補正予算
（第3号）に対する修正案 R6.9.12 否決 ● ◯ ● ◯ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

議案第62号 令和6年度山都町一般会計補正予算
（第3号）について R6.9.12 可決 ◯ ● ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

発議第1号 特別委員会の設置について R6.9.27 否決 ● ● ◯ ◯ ● ◯ ● ● ● ◯ ◯ ● ◯

陳情第8号 服掛松キャンプ場を含む蘇陽峡周辺
の景観と環境を守るための陳情書 R6.9.27 一部

採択 ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ● ◯

〇：賛成　●：反対


